
於
粲
町
削
Π
ス
ク
手
(
梨
山
マ
リ
オ
ン
N

同
志
社
教
職
員
研
修
会

Ⅱ
刈
8
日
倒

,
え
ゆ
9
三
 
9
N
コ
兇
m
 
ヨ
ン
仁
m
=
巴
一
印
二
臣
仁
・

6
山
一
一
0
=
,
一
ヨ
で
N
凸
一
仞
{
0
-
.
一
三
ゆ
ヨ
N
=
0
コ
N
-

則
住
§
=
0
デ

'
師
テ
リ
ー
.
、
シ
ョ
ン
・
ホ
ワ
イ
ト

(
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
使
館
参
堺
{
Π

(
教
育
)
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
凶

際
教
育
機
枇
日
木
水
務
局
代
太
)

外
国
人
教
員
懇
談
会

n
刃
7
Π
出

於
、
尿
都
ガ
ー
デ
ン
ハ
レ
ス

法
人
部

故
齋
藤
亥
三
雄
先
生
追
悼
礼
拝

7
月
器
訂
⑪

於
新
"
乢
人
瓢
堂

第
ワ
回
東
京
新
島
講
座

W
円
n
Π
幽

,
メ
デ
ィ
ア
の
公
証
と
社
会
的
貞
仟
0

乱
Ⅲ

渡
辺
貳
達
(
人
学
文
Ⅷ
締
教
授
)

Ⅱ
」
」

,
明
治
同
家
以
後
の
尓
教
異
変

1
今
、
求
め
ら
れ
る
も
の
1
0

付
Ⅲ

武
邦
傑
(
女
f
大
学
教
授
)

一
"
"

年
賀
交
換
会

第
詑
回

研
修
会

,
現
代
の
芯
名
と
宗
券

'
師

浅
兒
,
訴
(
束
北
学
院
火
学
教
授
)

於
大
学
明
徳
館
1
番
教
宅

松
山
総
長
か
4
選

H
の
総
長
逃
挙
で
松
山
総
長
が
4
送

"

さ
れ
、
刀
ト
ニ
H
の
即
嘔
会
で
祀
式
決
定
し

た
^
切
は
川
打
一
Π
か
ら
4
ヰ
。

1
打
6
H
⑪

於
力
終
創
卸
1
会
議
室

(
1
9
9
6
年
度
)
同
志
社
教
職
員

1
Ⅱ
部
口
団

、

、
.

乢

ー
,
゛

.
'
'

ハ一
、

↓
工
m
 
r
ン
↓
m
m
↓

O
o
m
工
一
m
l
》

大
学

俳
年
度
か
ら
昼
夜
開
講
制
ス
タ
ー
ト

^
^
^
^
^
日
^
.
^
^
^
^
^
^
^
^
^
ら

認
艸
さ
れ
、
町
年
4
例
か
ら
の
施
行
が
決
'
足
し
た
。

罫
.
夜
開
訥
制
」
は
、
昼
間
の
授
業
を
主
と
し
て

履
修
す
る
「
昼
開
主
コ
ー
ス
L
と
、
夜
開
の
授
業
を

、
f
と
し
て
履
修
す
る
「
伎
開
主
コ
ー
ス
」
の
コ
ー

ス
で
構
成
さ
れ
る
。
従
来
の
第
部
と
第
部
と

い
う
区
別
は
な
く
な
る
従
来
の
第
部
夜
剛
)

3
,
y
"

は
廃
ル
と
な
る
こ
と
か
ら
、
町
年
度
か
ら
の
学
小

募
禦
を
停
止
し
た
。

、

'
.

゛
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昼
夜
開
訥
制
を
採
用
す
る
学
部
は
、
文
学
部
(
英

文
学
科
と
文
化
学
科
国
文
学
専
攻
)
、
法
学
部
、
経

済
学
部
、
商
学
部
で
、
こ
れ
に
ょ
っ
て
当
該
学
部
の

定
員
は
文
学
部
が
千
百
二
十
人
か
ら
千
百
八
十
人

に
、
法
学
部
が
九
百
人
か
ら
千
五
十
人
に
、
経
済
学

部
が
九
百
人
か
ら
千
百
人
に
、
商
学
部
が
九
百
人

か
ら
千
百
人
に
と
、
そ
れ
ぞ
れ
変
更
さ
れ
た
(
神
学

部
と
工
学
部
は
現
行
ど
お
り
)
。

新
制
度
が
従
来
の
一
・
二
部
制
と
ど
う
違
う
の

か
と
い
う
こ
と
だ
が
、
一
定
の
条
件
の
も
と
で
昼

問
主
コ
ー
ス
の
学
生
は
夜
間
の
、
夜
間
主
コ
ー
ス

の
学
生
は
昼
問
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
が
最
も
異
な
る
点
だ
ろ
う
。
全
学
生

が
各
自
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
受
訥
時
問

を
選
択
で
き
る
、
い
わ
ば
フ
レ
ッ
ク
ス
.
コ
ー
ス
制

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
昼
問
に
働
い

て
い
る
社
会
人
な
ど
も
、
た
と
え
ば
夜
間
の
時
問

帯
と
土
曜
の
授
業
を
受
け
て
卒
業
に
必
要
な
単
位

が
修
得
で
き
る
な
ど
、
従
来
よ
り
も
格
段
に
柔
軟

な
学
習
プ
ラ
ン
が
立
て
ら
れ
る
の
が
特
徴
で
あ

る
0

町
年
度
入
試
は
す
で
に
一
^
わ
れ
た
が
、
特
に
^

会
人
の
受
入
れ
を
積
極
的
に
行
う
た
地
文
学
部

と
経
済
学
部
が
、
夜
問
主
コ
ー
ス
志
願
者
を
対
象

に
社
会
人
特
別
選
抜
入
学
試
験
を
実
施
し
た

部
年
度
同
志
社
大
学
大
学
院
春
学
期
学
位

授
与
式

鮖
年
度
大
学
院
春
学
期
学
位
授
与
式
が
W
月
3

日
に
至
誠
館
会
議
室
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
授
与
式

は
、
舛
年
度
に
ア
メ
リ
カ
研
究
科
が
秋
学
期
入
学

制
度
を
開
始
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
今
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
年
は
、
ア
メ
リ
カ

研
究
科
5
人
、
総
合
政
策
科
学
研
究
科
3
人
に
修

士
学
位
が
授
与
さ
れ
た
。

戦
争
で
中
退
の
朝
鮮
ム
ロ
湾
籍
の
元
同
志
社

大
学
学
生
に
『
特
別
学
位
L
 
贈
呈

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
中
途
退
学
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
朝
鮮
籍
、
台
湾
籍
の
兀
留
学
生
に
対
す
る

「
特
別
学
位
」
贈
呈
式
が
Ⅱ
月
M
貝
同
志
社
礼
拝

堂
で
行
わ
れ
た
。

今
年
8
月
、
 
1
9
4
2
年
4
月
か
ら
1
9
4
5

年
4
月
ま
で
の
問
に
、
同
志
社
大
学
、
同
志
社
大
学

予
科
、
同
志
社
専
門
学
校
に
入
学
し
た
兀
留
学
生

に
対
し
、
韓
国
の
『
朝
鮮
日
帳
』
と
『
東
亜
日
報
』
、

お
よ
び
台
湾
の
『
聯
合
報
と
『
中
国
時
報
』
に
公

告
を
掲
載
し
て
ょ
び
か
け
た
と
こ
ろ
、
 
9
人
が
名

乗
り
出
ら
れ
た
。
式
典
に
お
迎
え
し
た
か
た
が
た

は
次
の
と
お
り
で
あ
る

李
載
春
さ
ん
(
灸
欠
席
・
ご
了
美
女
が
代
皿
儒
)

田
千
秀
さ
ん
(
故
人
・
ご
乎
息
犬
妥
が
代
理
出

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

O
o
m
工
一
m
l
》

鐘
祿
さ
ん
(
韓
国
全
北
道
群
山
也

景
盛
さ
ん
(
台
湾
台
北
市
)

寛
洙
さ
ん
(
韓
国
全
南
順
天
市
)

炳
海
さ
ん
(
韓
国
京
畿
道
城
南
市
)

炳
憲
さ
ん
(
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
)

龍
さ
ん
(
韓
国
ソ
ウ
ル
市
)

在
敏
さ
ん
(
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
)

(
入
学
年
月
順
・
カ
ッ
コ
内
は
在
住
地
)

張金南崔金
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式
典
は
通
常
の
卒
業
式
と
ほ
ぽ
詞
一
の
式
次
第

で
行
わ
れ
、
岩
山
人
学
長
が
出
'
加
者
一
人
ひ
と
り

こ
、
あ
な
た
は
第
次
川
界
人
戦
小
や
む
な
く
本

t学
を
部
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
が
鴛
子

中
の
学
業
精
励
を
賞
し
ま
た
こ
の
よ
う
な
小
立

な
歴
史
の
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
願
い

を
込
め
て
本
譯
議
会
の
決
定
に
ょ
り
特
別
学

士
同
志
社
大
学
)
の
特
別
学
位
を
岫
呈
し
ま
す
」

と
'
さ
れ
た
特
坤
学
位
'
」
を
手
波
し
た
。
半
Ⅲ

紀
を
経
て
学
位
乢
を
手
に
さ
れ
た
先
粧
の
中
に

は
、
涙
を
ぬ
ぐ
う
姿
も
見
ら
れ
た

紀
念
撮
影
の
後
、
新
島
会
館
で
特
別
ψ
極
贈
呈

ー
ル
念
ハ
ー
テ
ィ
ー
が
明
俳
さ
れ
、
招
待
者
は
当
時

の
学
友
と
半
世
紀
前
の
体
験
を
胎
り
介
う
な
ど
、

旧
」
^
を
力
^
め
た

な
お
式
典
か
ら
2
月
ま
で
の
冏
に
、
さ
ら
に
次

の
2
人
の
方
か
ら
申
出
が
あ
り
、
同
様
の
特
刎
学

位
を
贈
杲
し
た

余
溜
俳
さ
ん
(
韓
国
ソ
ウ
ル
市
)

李
張
さ
ん
(
韓
国
ソ
ウ
ル
市
)

今
出
川
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ

[
学
製
田
辺
に
統
合
移
転
し
た
後
の
今
出
川

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
時
代
を
見
す
え
た
構
内
整
備

奪
々
と
進
ん
で
い
る
ま
た
田
辺
キ
ャ
ン
ハ
ス

で
も
別
,
館
を
中
心
に
、
文
部
省
の
袖
助
対
象
に

↓
工
m
 
r
》
↓
m
m
↓

な
っ
て
い
る
鮖
年
度
私
立
大
学
ハ
イ
テ
ク
・
り
サ

ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
枇
想
柾
係
る
改
造
整
備
工
事
が

行
わ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
今
出
川
キ
ャ
ン
ハ
ス
整

備
の
主
な
も
の
を
紹
介
す
る

杵
明
館
改
修
工
卓

1

1
階
は
社
史
萪
室
霧
室
、
 
E
U
資
料
室
、
 
2

階
は
国
際
セ
ン
タ
ー
所
長
室
、
国
際
課
亊
務
室
、
資

料
室
、
留
学
牛
ラ
ウ
ン
ジ
等
と
し
て
整
備
 
3
階
は

人
文
科
学
研
究
所
那
務
室
の
内
装
工
東
を
行
っ

ナ2
 
神
学
館
改
修
工
堺

2
階
を
神
学
研
究
科
の
大
学
院
、
共
同
研
究
室
、

淡
習
室
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
闌
覧
至
研
究
宰
小
務
宗
等

と
し
て
整
備
。

3
 
桜
館
改
修
工
打

教
,
釜
(
M
1
、
 
M
2
、
 
M
飢
)
を
整
備

M
1
教
室
は
席
数
2
6
0
席
と
な
り
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
教
室
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
ま
為
一
.

静
館
メ
デ
ィ
ア
エ
房
と
光
ケ
ー
プ
ル
爲
ぱ
れ
、

1
2
0
イ
ン
チ
リ
ア
ス
ク
リ
ー
ン
2
仰
を
設
け

た
。

M
2
教
室
は
ラ
ウ
ン
ジ
と
し
て
整
備
し
、
一

部

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
も
使
剛
で
き
る
設
備
を
備
え

て
い
る
。
ラ
ウ
ン
ジ
は
W
H
に
オ
ー
プ
ン
。
廊
下
側

は
全
血
ガ
ラ
ス
張
り
で
明
る
く
開
放
的
な
雰
卿
熱

O
o
m
工
一
m
l
》

の
ラ
ウ
ン
ジ
と
な
っ
て
い
る

M
幻
教
室
倫
数
9
2
1
席
(
袖
助
席
を
含
む
)

と
な
り
、
 
2
0
0
イ
ン
チ
ス
ク
リ
ー
ン
を
備
え
た
0

さ
ら
に
、
明
徳
館
地
階
染
邵
分
の
南
則
購
買
他

役
を
改
修
し
ラ
ウ
ン
ジ
と
す
る
工
亊
盆
行
巾
で

あ
る
。

従
来
の
生
恊
購
買
施
儿
双
は
、
收
修
さ
れ
た
弘
風

館
地
階
に
移
転
し
た

4
 
一
念
館
改
修
工
那

2
階
ル
側
を
メ
デ
ィ
ア
エ
房
(
ス
タ
ジ
オ
、
開
整

室
、
コ
ン
ヒ
ユ
ー
タ
宅
)
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
課
串
疹

室
と
し
て
整
備
を
行
っ
た
メ
デ
ィ
ア
エ
房
と
明

徳
館
1
番
教
室
、
義
館
2
番
教
室
と
は
光
ケ
ー

ブ
ル
で
結
ば
れ
て
い
る

「
宗
教
セ
ン
タ
ー
」
が
名
称
変
更

松
河
5
H
、
今
出
川
校
地
宗
教
セ
ン
タ
ー
L
が

待
辰
館
(
た
い
し
ん
か
ん
)
」
と
名
称
変
吏
さ
れ

た
こ
れ
は
詩
編
1
3
0
編
「
ま
こ
と
に
荊
k
か

あ
し
た
を
待
つ
に
ま
さ
り
て
主
を
待
て
り
に
因

む
。
な
お
、
田
辺
校
地
の
宗
教
セ
ン
タ
ー
の
名
称
は

従
来
ど
お
り
。

新
島
生
器
念
懸
論
文
入
者
の
表
彰

人
文
科
学
俳
究
可
同
志
社
社
史
資
料
室
第
部

門
研
究
が
"
業
し
た
新
島
襄
生
誕
一
江
四
年
●
念

懸
賞
諭
父
に
、
同
志
社
轟
学
校
を
は
じ
め
、
新
曼
了

ト昨 LATEST DOSHISHA

93



園
敬
和
学
園
風
閻
浦
中
学
校
な
ど
か
ら
学
生

.

生
徒
8
5
0
人
の
応
繋
あ
り
、
厳
選
の
結
果
、
次

の
論
文
が
入
選
入
選
者
Ⅱ
人
が
2
月
W
日
の
第

以
回
新
島
襄
先
生
生
誕
'
念
会
で
需
苫
れ
た
。

第
位
ロ
ビ
ン
ソ
ン
.
ク
ル
ー
ソ
ー
の
祈
り
」

神
保
夏
子
(
同
志
社
中
学
)

第
一
位
「
女
子
部
に
寄
せ
る
新
島
の
渓
L

北
川
貴
子
(
同
志
社
女
子
一
寝
)

第
二
位
 
7
大
冒
険
家
"
新
島
饗
L

中
津
正
太
(
風
間
浦
中
学
校
)

ほ
か
3
人
。
佳
作
W
人
。
努
力
賞
1
人

学
の
郵
便
番
号
変
更
に
つ
い
て

1
9
9
6
年
8
月
1
日
か
ら
超
大
口
事
業
所
郵

便
番
号
〔
〒
観
1
即
(
事
業
所
名
)
黒
社
大
学
〕

が
付
定
さ
れ
た
こ
れ
に
と
も
な
い
、
今
出
川
校
地

に
差
し
出
さ
れ
る
同
志
社
人
N
禿
の
郵
使
物
に
つ

て
は
、
郵
使
番
号
が
'
幟
さ
れ
て
い
れ
ば
住
所

いの
記
載
は
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
返
仏
川
封

筒
を
は
じ
め
発
行
物
、
発
倫
物
に
は
〒
則
1
即
と

明
'
ル
し
て
く
だ
さ
い

女
子
大
学

同
志
社
大
学
と
の
単
位
互
換
制
度
を
開
始

1
9
9
7
年
4
月
よ
り
学
巷
子
割
.
牛
活
科
学

部
の
新
2
年
次
牛
以
k
を
対
象
に
、
向
ぷ
社
人
学

と
の
単
位
亙
換
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
れ
に

よ
り
工
学
部
を
除
く
岡
志
社
大
学
各
学
部
の
科
口

の
部
(
計
2
0
0
科
日
以
上
)
を
履
修
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
(
た
だ
し
、
年
問
に
通
年

科
倒
で
1
科
同
、
γ
期
科
目
で
2
科
倒
ま
で
)

さ
ら
に
、
2
年
次
生
に
つ
い
て
は
こ
の
制
度
で
修

得
し
た
単
位
は
白
由
学
芸
科
目
と
し
て
卒
業
に
必

要
な
単
位
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
、
学
生
の
授

業
選
択
の
帆
は
ま
す
ま
す
広
が
る
こ
と
と
な
る
。

大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
語
日
本
文
化
専

攻
を
新
設

1
9
9
7
年
4
H
か
ら
大
学
院
文
学
研
究
科
に

従
来
の
英
事
轟
攻
に
加
え
、
新
た
に
臼
本
語
日

本
文
化
専
攻
が
淀
牛
す
る
。
女
子
教
育
に
お
い
て

も
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
教
育
研
究
の
多
様
化
、

ψ
際
化
に
応
え
、
こ
の
H
本
詔
日
本
文
化
専
攻
で

は
研
究
者
の
養
成
の
み
な
ら
ず
、
外
国
人
を
対
象

と
す
る
H
本
'
教
員
や
学
芸
員
・
中
高
教
員
な
ど

に
対
す
る
商
度
職
業
人
教
育
を
目
的
と
し
て
い

る
こ
の
た
め
同
志
社
女
子
大
学
の
理
念
で
あ
る

「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
国
際
士
義
L
を
基
盤
に
様
々

な
分
野
を
研
究
対
象
と
し
な
が
ら
旧
来
の
柞
組
み

を
越
え
て
、
日
本
文
化
を
.
需
・
文
学
・
思
愆
・
宗

教
・
補
・
環
境
な
ど
さ
ま
さ
ま
な
文
化
総
体
と

し
て
、
さ
ら
に
は
東
西
文
化
の
融
合
体
と
し
て
捉

え
、
日
本
の
文
化
的
所
産
の
田
際
社
会
へ
の
還
元

お
よ
び
異
文
化
の
理
解
だ
け
で
な
く
様
々
な
今
H

的
課
題
に
積
極
的
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育
成
を

↓
工
m
r
ン
↓
m
m
↓

O
o
m
工
一
m
l
》

"

、

.

ι

i'、β.、

'毛
無獄

0

'r

1 〕 1
π,勺,g n、、.
゛...,

,

りι工ワ
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め
ざ
す

ま
た
、
社
会
人
・
主
婦
・
外
同
人
貿
茶
に
も
人

き
く
門
"
を
広
げ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
様
々
な
教

育
研
究
支
援
シ
ス
テ
ム
、
さ
ら
に
は
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
ハ
ス
方
式
を
採
用
し
て
お
り
、
こ
れ
に
ょ

り
田
辺
キ
ャ
ン
ハ
ス
と
併
せ
て
、
今
川
川
キ
ャ
ン

ハ
ス
で
も
授
業
を
受
け
ら
れ
る
。

同
志
社
女
子
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

1
9
9
6
"
1
月
訟
日
よ
り
同
志
朴
女
子
人
叫
子

の
W
W
W
サ
ー
バ
の
運
用
を
開
始
同
塒
に
向
志

社
女
f
大
学
の
ホ
ー
ム
ヘ
ー
ジ
を
開
儿
心
し
た

、
」

な
内
容
は
大
学
紹
介
、
入
試
恬
桜
、
他
の
サ
イ
ト
ヘ

の
り
ン
ク
な
ど
と
な
っ
て
い
る
0
 
ホ
ー
ム
ヘ
ー
ジ

の
ア
ド
レ
ス
は

=
-
g
-
＼
＼
乏
乏
審
.
住
乏
n
.
△
o
m
=
-
m
=
N
.
N
n
.
寺

日
本
語
教
師
ア
シ
ス
タ
ン
ト

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
公
立

学
校
(
小
寝
及
び
セ
カ
ン
ダ
リ
ー
カ
レ
ッ
ジ
)
で

日
本
語
.
日
本
文
化
の
授
業
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
学
校
教
育

局
(
州
単
位
の
文
部
省
の
よ
う
な
組
綴
)
が
、
そ
の

傘
十
に
あ
る
公
立
学
校
と
協
力
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
対
す
る
管
則
責

任
者
は
勤
務
先
の
学
校
長
で
、
剛
闇
は
原
則
と
し

て
1
年
問
給
ι
サ
は
支
給
さ
れ
な
い
が
、
ホ
ー
ム
ス

↓
工
m
 
r
》
↓
m
m
↓

テ
ィ
か
無
料
で
提
供
さ
れ
る

町
年
度
罪
条
は
卒
業
牛
及
び
卒
業
午
次
生
を

対
象
と
し
て
既
に
終
/
し
、
 
4
打
初
句
に
口
本
を

出
発
す
る
な
お
、
鮨
仟
度
は
卒
業
年
次
小
の
み
の

募
集
と
な
る
予
定

高
等
学
校

2
学
期
始
業
式

メ
ル
ボ
ル
ン

.

宗
教
週
間

Ⅱ
打
5
日
脚
S
9
日
佃

冉
Ⅲ

火
澤
~
H
(
紫
野
教
会
牧
帥
)

ノ
ー

'
一

Ⅱ
"

何
が
あ
た
り
ま
え
か
」

抗
川
什
ハ
牛
(
W
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
鷲
嘔
)

分
か
ち
厶
H
う
こ
と
」

マ
ー
サ
・
メ
ン
セ
ン
デ
ィ
ッ
ク

(
恩
社
大
学
鄭
下
轟
仙
)

境
界
線
を
越
え
て

祝
加
力
(
名
占
先
学
院
大
学
教
授
)

仕
介
わ
せ
と
は
何
か
」

保
護
者
面
談

Ⅱ
打
7
H
木

人
権
学
習

Ⅱ
河
玲
日
咽

1
岫
U
の
岫
岡
割
と
し
、
午
後
、
全
校
一
斉
こ

れ
に
噺
て
る
。

教
職
員
修
養
会

Ⅱ
打
那
H
山

苗
巾

木
井
康
博
皐
心
社
本
硫
託
滿
師
)

Ⅱ
Ⅱ

し
ま
汀
・
μ
灸
は
1
白
"
μ
の
杖
丁

件
を
め
ぐ
っ
て
1
」

於
開
西
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

創
立
記
念
日

Ⅱ
打
加
H
囲

期
末
試
験
Ⅱ
同
卸
Π
山
S
n
打
5
H
困

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

口
月
9
U
⑪

家
庭
ク
リ
ス
マ
ス

口
村
N
日
⑬

本
校
食
堂
に
数
十
人
染
い
、
・
ぞ
い
断
を

過
し
た
。

O
o
m
工
一
m
エ
ン

9
刃
3
U
網

ウ
エ
ス
リ
ー
校
生
来
校

9
Ⅱ
別
H
御

牛
徒
9
人
付
添
ア
ン
・
キ
ン
バ
リ
ー
先
牛
,

と
ロ
ビ
ン
・
ハ
ン
セ
ン
氏
(
校
長
秘
Ⅱ
U

W

打
n
日
ま
で
滞
在

石
倉
祭

^
^
3
^
^
S
7
Π
月

(
3
日
述
動
会

8
H
t
木
)

入
試
説
明
会

W
,
Ⅱ
・
・
,
、
心

^
ル
^
^
^
^
ψ
,
f
^
^
^
^
^
^

L
学
説
明
会

川
H
U
Π
ω

同
中
3
年
生
保
護
者
対
象

入
試
説
明
会

W
"
玲
Π
ω

同
小
以
外
の
保
護
者
対
象

間
試
験

W
打
れ
U
川
S
部
U
⑬

教
職
員
健
康
診
断

W
上
器
、
、
水
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香
里
中
高

2
学
期
始
業
式

文
化
祭

中
学
体
育
祭

教
職
員
健
康
診
断

学
校
説
明
会
(
高
校
)

問
テ
ス
ト

学
校
説
明
会

一
斉
テ
ス
ト

防
災
訓
練
(
6
限
)

学
修
学
旅
行
(
3
泊
4
日
)

安
中
・
会
津
若
松
方
面

高
校
修
学
旅
行
(
4
泊
5
日
)
 
W
月
部
日
圈

北
九
州
方
面

遠
足

P
T
A
通
学
路
清
掃

秋
季
宗
教
教
育
強
調
週
問

宗
教
教
育
教
職
員
研
修
会

ー
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

創
立
記
念
礼
拝
(
高
校
)

学
同
和
教
育
映
画
会

P
T
A
授
業
参
観
懇
談

学
音
楽
会

9
月
2
口
⑪

9
月
器
日
⑪

9
月
器
H
出

扣
同
9
日
咽

N
月
n
日
幽

W
月
玲
日
圈
S
器
日
網

(
中
学
第
2
回
)
 
W
月
W
日
出

N
月
四
日
①
S
器
日
働

W
月
器
日
咽

N
月
器
日
倒

創
立
記
念
礼
拝
(
中
学
)
Ⅱ
品
H
咽

高
3
期
末
テ
ス
ト
Ⅱ
品
H
咽
S
器
日
咽

Ⅱ
月
鈴
日
圈

校
祖
墓
前
早
天
祈
爾
会

高
2
以
下
期
末
テ
ス
ト

姶
月
2
日
⑪
S
7
日
幽

口
月
6
日
囲

ク
リ
ス
マ
ス
祝
会

地
域
の
人
々
と
共
に

ク
リ
ス
マ
ス
特
別
礼
拝

高
校
同
和
教
育
映
画
会

3
造
幣
局
見
学

運
動
部
心
臓
検
診

終
業
式

W
月
鉛
日
網

Ⅱ
H
2
日
幽

Ⅱ
門
4
日
⑪

Ⅱ
月
6
日
咽

Ⅱ
月
7
Π
困

Ⅱ
月
玲
日
咽

Ⅱ
珂
B
日
咽

Ⅱ
月
H
日
困

Ⅱ
月
巧
日
倹

女
子
中
高

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

口
月
Ⅱ
日
咽

n
Π
松
日
困

口
月
M
日
⑪

姶
月
Π
日
四

認
村
加
日
圈

7
月
討
日
咽
S
器
日
⑪

夏
期
学
舎

夏
休
み
に
希
望
者
を
募
っ
て
、
局
校
生
対
象
で

白
馬
岳
登
山
、
中
学
生
も
含
め
て
八
方
尾
根
・
戸
隠

へ
自
然
と
の
触
れ
合
い
の
学
舎
を
行
っ
た
。
な
お
、

休
み
中
希
望
者
対
象
の
学
舎
と
し
て
は
、
睿
に
中

3
・
高
1
で
ス
キ
ー
学
舎
を
実
施
し
て
い
る
。

W
月
3
日
術
・
4
日
圈

化
祭

W
同
5
H
固

丈
゛

バ
ザ
ー
は
1
9
0
3
 
へ
明
治
豁
)
年
ミ
ス
.
デ
ン

O
o
m
工
一
m
l
》

ト
ン
に
ょ
り
始
め
ら
れ
た
女
子
部
の
伝
統
の
あ
るW

行
事
で
あ
る
。
近
年
は
文
化
祭
と
つ
な
が
っ
て
、

月
の
第
1
士
曜
日
に
実
施
し
て
お
り
、
同
窓
会
.
幼

稚
園
・
父
母
の
会
・
女
子
中
高
の
四
団
休
の
共
催
で

行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
は
夏
休
み
前
に
猛
威
を
振

る
っ
た
0
1
1
5
7
食
中
毒
の
影
粋
で
食
品
関
係

の
調
整
、
変
更
な
ど
関
係
者
と
連
絡
を
取
り
、
準
備

96



に
苦
労
し
た

収
穫
感
謝
礼
拝
・
施
設
訪
問
Ⅱ
月
9
日
ω

春
の
「
花
の
日
礼
拝
L
 
は
花
を
、
こ
の
秋
の
「
収

穫
感
謝
礼
拝
L
 
は
果
物
を
持
ち
寄
っ
て
特
別
礼
拝

を
守
っ
た
。
放
課
後
は
希
望
者
を
募
っ
て
、
持
ち
寄

つ
た
果
物
を
持
っ
て
市
内
八
か
所
程
の
施
設
を
訪

問
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
エ
ン
ト
ロ
月
U
日
働

毎
年
、
午
前
と
夕
方
の
2
回
礼
拝
を
守
っ
て
い

る
。
午
前
は
本
校
生
徒
の
み
で
、
タ
方
は
施
設
の
方

や
保
護
者
・
卒
業
生
等
と
一
緒
与
っ
て
い
る
。
今

年
度
は
特
に
京
都
老
人
ホ
ー
ム
の
方
々
を
招
待

し
、
生
徒
の
接
待
で
簡
単
な
夕
食
を
し
て
頂
い
た

後
ク
リ
ス
マ
ス
ペ
ー
ジ
エ
ン
ト
を
{
寸
っ
た
。

芸
術
鑑

1
月
玲
日
⑪

芸
術
鑑
賞
は
演
劇
と
音
楽
を
毎
年
交
互
で
実
施

し
て
い
る
が
、
今
年
は
新
装
な
っ
た
京
都
コ
ン
サ

ー
ト
ホ
ー
ル
で
京
都
市
交
響
楽
団
の
演
奏
を
中
学

高
校
合
同
で
鑑
賞
し
た
。

化
週
問

1
月
玲
日
困
S
詑
日
咽

高
校
生
徒
会
、
王
催
で
文
化
系
の
ク
ラ
プ
の
発

表
.
展
示
等
を
行
っ
た
。
ま
た
期
問
中
に
は
伺
志
社

大
学
卒
業
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
奥
野
史
子
さ

ん
の
講
演
会
も
開
か
れ
た
。

国
際
中
高

2
学
期
始
業
式

体
育
祭

9
月
2
日
旧

中
学
 
9
月
即
日
圈

高
校
 
9
月
閉
日
姻

各
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
得
点
を
競
い
あ
い
、
エ

キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
一
日
を
過
ご
し
た
。

文
化
祭

9
月
器
日
幽
・
鈴
日
⑪

病
原
性
大
腸
菌
0
1
1
5
7
流
行
影
響

で
、
例
年
の
生
徒
の
模
擬
店
は
中
止
さ
れ
た

が
、
銑
台
発
表
、
ク
ラ
ス
展
示
、
、
ハ
ン
ド
演
奏
、

゛
、ノ

古
本
市
、
父
母
の
会
主
催
バ
ザ
ー
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
行
事
が
開
催
さ
れ
た

入
試
説
明
会

両
日
と
も
、
中
学
、

会
。

社
会
科
見
学

中
学
全
学
年

W
月
部
日
倒

奈
良
公
園
周
辺
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
゛
ク

高
校
1
年
京
都
東
山
歴
史
散
策

高
校
2
年
飛
鳥
史
跡
サ
イ
ク
リ
ン
グ

高
校
3
年
関
西
学
術
研
究
都
市
施
設
見
学

同
和
教
育
週
間
 
W
月
器
日
⑪
S
Ⅱ
月
2
日
出

誠
演
会

Ⅱ
月
1
日
囲

中
学
そ
の
ま
ん
ま
で
素
敵
だ
」

糸
井
国
雄
(
へ
ス
タ
ロ
ッ
チ
保
育
園
園
長
)

O
o
m
工
一
m
l
》

N
月
口
日
ω
・
紛
日
出

高
校
合
同
の
入
試
説
明

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓
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高
校
「
被
差
別
民
衆
の
扣
っ
た
文
化
と
技
術

1
日
本
賤
民
史
の
根
本
を
探
る
1
」

沖
浦
和
光
(
桃
山
学
院
大
学
教
授
)

Ⅱ
月
2
日
出

学
保
護
者
会

授
業
参
観
の
後
、
保
護
者
会
を
行
い
、
そ
の

後
、
各
ク
ラ
ス
懇
談
を
行
っ
た
。

秋
季
宗
教
教
育
強
調
週
問Ⅱ

月
5
日
働
S
9
日
仕

Ⅱ
月
5
日
侠

特
別
礼
拝

隣
人
へ
の
め
ざ
め
」

梶
原
寿
(
名
古
屋
学
院
大
学
教
授
)

学
3
年
生
体
験
学
習

Ⅱ
月
W
日
⑪
・
Ⅱ
日
卿

富
山
県
の
氷
見
・
島
尾
海
岸
で
、
漁
業
に
つ
い

て
の
見
学
・
体
験
学
習
を
行
っ
た
。

父
母
の
会
文
化
講
演
会
Ⅱ
月
巧
日
圈

大
人
の
空
問
」

(
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)

木
下
明
美

訟
月
7
日
幽

2
学
期
終
業
式

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

口
月
玲
H
姻

中
学「

あ
な
た
が
た
の
た
め
に
」

関
谷
直
人
(
悪
社
大
学
神
爺
助
手
)

Ⅱ
月
玲
日
出

深
田
未
来
生
(
黒
社
大
学
神
様
教
遅

高
校
入
学
試
験
(
帰
国
生
徒
柁
月
A
選
き

ロ
ン
ド
ン
(
n
月
N
日
)
、
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
(
口

月
Ⅱ
・
玲
日
)
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
及
び
本
校

(
口
月
飢
日
)
の
各
地
で
入
試
を
実
施
し
た
。

1
9
9
7
年

1
月
8
日
咽

3
学
期
始
業
式

1
月
肪
日
幽

高
校
2
年
生
保
護
者
会

今
年
度
の
進
学
状
況
及
び
沖
縄
研
修
旅
行
に

つ
い
て
説
明
し
た
。

1
月
鴉
日
咽

学
入
学
試
験

般
生
徒
、
編
入
生
の
試
験
を
行

h
国
生
徒
、

つ
ナ

高
校
入
学
試
験

怜
国
生
徒
A
選
考
・
2
年
編
入
試
験

2
例
4
日
関

愉
国
生
徒
B
選
考
・
般
生
徒
G
選
考

2
月
5
日
休

般
生
徒
G
選
考

2
月
6
日
休

学
合
唱
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
 
2
月
巧
日
出

保
護
者
及
び
田
辺
町
の
人
萪
ら
し
の
老
人

の
会
「
む
つ
み
を
招
待
し
て
、
各
ク
ラ
ス
臼

由
曲
発
表
、
全
校
生
徒
合
同
合
唱
を
披
露
し

た
。
父
母
の
会
コ
ー
ラ
ス
国
際
エ
コ
ー
」
も

O
o
m
工
一
m
エ
ン
兜

高
校夢

で
聞
い
た
声
L

贊
助
出
演
。

夏
期
キ
ャ
ン
プ

1
年
生
(
全
員
参
加
)
 
7
月
幻
日
⑪
S
鴉
日
⑪

四
期
に
分
け
て
各
期
二
泊
三
日
で
、
京
都
府

宮
津
市
由
良
の
本
校
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト
ヘ

2
年
生
(
全
員
参
加
)7

月
幻
日
⑪
S
8
月
2
日
圈

四
期
に
分
け
て
各
期
泊
四
日
で
、
長
野
県

↓
工
m
r
》
↓
m
m
↓

中
学
校

同志社中学校インターネット・
ホームページ開設のお知らせ

大学の「WWW公開用サーバ利用許可がお
りましたので、 12月10日より中学校のホーム
ページを開設しましたご覧ください

成内容、枇

*学校細介

*.学園同志社・学校概要(入学、進学関係)
.本校教育の目標と特色・教科教育
・クラブ活動. open space
・ school Life NOW
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白
馬
村
山
石
岳
を
べ
ー
ス
に
、
唐
松
岳
登
山
・
栂

池
肉
然
園
の
散
策
に
。

体
育
祭

9
月
即
日
圈

於
本
校
グ
ラ
ン
ド

学
園
祭

9
月
部
日
姻
S
器
日
幽

於
本
校
お
よ
び
大
学
会
館

各
学
年
行
事
、
生
徒
会
行
事
、
ク
ラ
ブ
展
覧
会

お
よ
び
風
問
浦
中
学
校
と
の
交
流
会
。

問
考
査

W
打
記
日
働
S
討
日
困

全
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 
W
晶
日
圈

於
本
校
グ
ラ
ン
ド

宗
教
人
権
週
間
Ⅱ
月
5
日
御
S
9
日
①

梶
原
寿
先
生
(
名
占
屋
〕
誘
大
学
)
、
マ
ー
サ
・

メ
ン
セ
ン
デ
ィ
ッ
ク
先
生
(
大
学
文
学
部
)
、
局

↓
工
m
 
r
》
↓
m
m
↓

橋
詠
子
先
生

奨
励
の
ほ
か
、

読
書
週
問

収
獲
感
謝
礼
拝

奨
励
・
脇
田
豊
先
生

(
梅
花
女
子
中
邑
に
よ
る
礼
拝

人
権
諸
竹
東
を
実
施
。

Ⅱ
同
Ⅱ
日
⑪
S
M
日
幽

Ⅱ
月
玲
日
幽

百
川
N
雨
)

於

人
学
明
徳
館
幻
番
教
宅

Ⅱ
月
飢
日
困

(
女
子
中
高
)

於

大
学
明
徳
館
れ
待
教
室

n
月
2
日
⑪
S
6
Π
圈

n
月
口
日
困

O
o
m
工
一
m
l
》
 
9

、
゛

創
立
記
念
礼
拝

奨
励
・
小
崎
一
災
生

一

期
末
考
査

能
・
狂
言
観

3
年
生
(
全
員
参
加
)

鼎
桜
業
の
環
と
し
て
実
施
。於

河
村
能
饗
雫

ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

n
月
加
日
樹

於
大
学
明
徳
館
幻
番
教
室

ス
キ
ー
キ
ャ
ン
プ
ロ
月
器
日
⑪
S
舒
日
圈

3
年
生
(
自
由
参
加
)

四
泊
五
日
で
、
長
野
旧
釜
贄
農
の
瀬
ス
キ

1
場
へ
。
 
2
9
2
人
参
加
。

゛

本
誌
第
朋
号
(
1
9
9
0
郁
1
月
発
行
)
に
誤
舶
が
あ
り

ま
し
た
0

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

(
県
簡
所
)

蜘
頁
士
段
亟
 
3
打
W
日
没

(
正
)
 
2
門
川
日
没
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●市佑肪衝テに伴う田辺キャンパスの住所変更について

1997年4月1日から田辺町が京田辺市に変わることによって、

田辺キャンパスの住所がそれぞれ次の通り変更される。

大学

京都府京田辺市多々羅都谷1-3

女子大学

都府京田辺市興戸南鉾立97-1ノ、

祭中学高校国

都府京田辺市多々羅都谷60-1泉


